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2023年度重点施策と関連設備投資について 

 
本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が和らぎ、経済全体が回復局面に向かうとみら

れるものの、コロナ禍で加速した働き方の変化、労働力人口の減少等、当社を取り巻く環境が

大きく変化していることを踏まえ、ＩＣＴ等の最新の技術を活用して効率的な業務執行体制

を構築する「業務改革」と新しい発想による「収益の拡大」の取組みを本格化します。 

また、安全に仕事を進める力、より良いサービスを提供する力、効率的に仕事をする力の三

つの力に磨きをかけ、弛むことなく中長期的な観点から各種施策を推進することで、「日本の

大動脈と社会基盤の発展に貢献する」という「経営理念」をより高いレベルで実現します。 

 

 

Ⅰ．重点施策（別紙参照） 

■ 安全・安定輸送の確保 

■ 輸送サービスの充実 

■ 超電導リニアによる中央新幹線計画の推進 

■ 超電導リニアの技術開発によるコストダウン及びブラッシュアップ 

■ 営業施策の強化 

■ グループ事業の推進 

■ 技術開発の推進、高速鉄道システムの海外展開 

■ 持続可能な社会の実現に向けた取組み 

 

 

Ⅱ．設備投資額 

連結：6,160億円、単体：5,860億円 

※１ 中央新幹線3,400億円 

※２ 中央新幹線を除いた設備投資額（単体）2,460億円、うち安全関連投資1,930億円 
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